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広報　常陸大宮　　　　平成２８年５月号４

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　市の財政情報を分かりやすく
開示するため、民間企業会計の
考え方と会計実務を取り入れ、
平成２６年度決算に係る財務書類
４表を作成しました。
　市で行っている事業は、普通
会計以外にも上水道事業や下水
道事業、国民健康保険事業など
の公営事業会計があります。ま
た、ごみの処理など、市民の皆
さんと密接な関わりをもつ事業
を、一部事務組合や市が出資し
ている公益法人などを通じて
行っています。このため、財務
書類は普通会計だけでなく公営
事業会計や公益法人等までを対
象とした、市全体の連結財務書
類も作成しています。

常陸大宮市の連結範囲

◆純資産変動計算書（H26.4.1～H27.3.31）
（貸借対照表における純資産が平成２６年度中にどのように変動したかを明らかにし
たものです。）

　市全体連結では、水道事業会計において地方公営企業会計制度の見直しなどにより、前年
度に比べ１７億４，５９４万円減少しました。

◆行政コスト計算書（H26.4.1～H27.3.31）
（平成２６年度の１年間の行政活動のうち、各種証明書の交付や福祉サービスのよう
に、資産の形成につながらない行政サービスにかかる経費と、その対価としていた
だく使用料や手数料を対比させたものです。）

市民１人当たり市全体連結普通会計区　　　分
８１万円３６１億４，９２４万円１９２億５，０１１万円経常費用（a）
１１万円４８億１，５６３万円３７億７，６７６万円１．人にかかるコスト
１０万円４３億２，５２８万円３４億８，８３７万円（１）人件費
１万円４億９，０３５万円２億８，８３９万円（２）退職手当等引当金繰入
２２万円９９億１，００２万円６８億５，９６７万円２．物にかかるコスト
１１万円４７億１，６１３万円３１億５，８１０万円（１）物件費
―　２億１，２０１万円１億３，４０６万円（２）維持補修費

１１万円４９億８，１８８万円３５億６，７５１万円（３）減価償却費
４５万円１９９億４，４９５万円８３億　２６３万円３．移転支出的なコスト
３７万円１６６億２，４２５万円３３億３，５９８万円（１）社会保障給付費
７万円２９億９，８９１万円１７億４，５８９万円（２）補助金等
１万円３億２，１７９万円３２億２，０７６万円（３）他会計への支出
３万円１４億７，８６４万円３億１，１０５万円４．その他のコスト
１万円５億１，２３０万円２億９，０１４万円（１）公債費（支払利息）
２万円９億６，６３４万円２，０９１万円（２）その他の行政コスト
２５万円１１１億　２７４万円４億７，７３２万円経常収益（b）
１万円３億　５８８万円２億４，３５４万円（１）使用料・手数料
１３万円５７億９，１６４万円２億３，３７８万円（２）分担金・負担金等
５万円２０億６，８０８万円―　（３）保険料
６万円２７億１，７４３万円―　（４）営業収益
―　２億１，９７１万円―　（５）その他の収入

３０．７％２．５％負担比率（b）/（a）
５６万円２５０億４，６５０万円１８７億７，２７９万円純経常行政コスト（a）-（b）

　市全体連結の経常費用は３６１億４，９２４万円で、その半分は、社会保障給付費や補助金等の移
転支出的なものが占めています。
　純経常行政コストの２５０億４，６５０万円は、社会保障給付費などの経常費用から手数料などの
経常収益を差し引いた差額で、この差額は、税金や補助金などで賄われています。

会計・法人名等区　分
一般会計

普通
会計 公営墓地特別会計

温泉事業特別会計
上水道事業会計

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別浄化槽整備事業特別会計
簡易水道事業特別会計
宅地造成事業特別会計

国民健康保険特別会計
（事業勘定、診療施設勘定）そ

の
他 介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
茨城県市町村総合事務組合

一
部
事
務
組
合

・
広
域
連
合

茨城租税債権管理機構
茨城県後期高齢者医療広域連合
大宮地方環境整備組合
茨城北農業共済事務組合
（一財）常陸大宮市農業公社

第
三
セ
ク
タ
ー
等

（公財）常陸大宮市振興財団
常陸大宮街づくり（株）
おがわ地域振興（株）
（株）ふるさと活性化センターみわ
（一財）常陸大宮市体育協会
常陸大宮市温泉事業（株）

市民１人当たり市全体連結普通会計区　　分
２１５万円９５５億７，８３４万円６９２億９，０２１万円期首純資産残高
△５６万円△２５０億４，６５０万円△１８７億７，２７９万円純経常行政コスト
５２万円２３３億　　５６万円１９３億　５０７万円財源調達
１１万円４８億８，７２６万円４８億８，７２６万円地方税
２１万円９１億９，７１４万円９１億９，７１４万円地方交付税
４万円１６億３，７３４万円１５億４，０１５万円その他一般財源
２３万円１００億７，９７４万円３８億９，７５８万円補助金等受け入れ
△７万円△２５億　　９２万円△２億１，７０６万円その他
２１１万円９３８億３，２４０万円６９８億２，２４９万円期末純資産残高
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◆貸借対照表（バランスシート）（H27.3.31）
（年度末時点において保有する資産、負債、純資産を表したもので、左右の合計がバランスをとっていることからバランス
シートとも呼ばれます。）

財　　　　　　　源財　　　　　　　産
市民１人当たり市全体連結普通会計区　　　分市民１人当たり市全体連結普通会計区　　　分

負債の部
（資産の財源のうち今後返済しなければならない金額＝将来世代の負担分）

資産の部（年度末の市の資産）
２７７万円１，２３３億１，１１７万円８６３億４，４１７万円１．公共資産

９５万円４２１億１，８０６万円２８２億８，０１１万円１．固定負債

１３４万円５９６億８，２３４万円４３０億５，６３３万円
（１）事業用資産
庁舎、学校、文化
センター等 ７７万円３４１億７，３５２万円２３２億３，７６３万円

（１）地方債
（翌々年度以降返
済額）

１３万円５５億７，４２６万円５０億３，９３８万円（２）退職手当等引当金
１３５万円６０１億７，２２６万円３９８億３，１２７万円（２）インフラ資産

道路、上下水道等 ５万円２３億７，０２８万円３１０万円（３）その他
９万円４０億１，９３４万円２６億９，６７５万円２．流動負債８万円３４億５，６５７万円３４億５，６５７万円（３）売却可能資産

７万円３２億７，１６７万円２４億８，２７６万円（１）翌年度償還
予定地方債

１２万円５３億８，２７３万円６０億１，９８９万円２．投資等
―　３，２１８万円１２億２，８２２万円（１）投資及び出資金

２万円７億４，７６７万円２億１，３９９万円（２）その他２万円６億７，２３４万円６億７，２３４万円（２）貸付金
１０４万円４６１億３，７４０万円３０９億７，６８６万円負債合計１０万円４６億７，８２１万円４１億１，９３３万円（３）基金等

純資産の部
（資産を形成した財源のうち負債を除いた金額＝現在までの世代の負担分）

２６万円１１２億７，５１０万円８４億３，５２９万円３．流動資産
２５万円１０９億４，７７６万円８３億４，４０４万円（１）資金
１万円３億２，７３４万円９，１２５万円（２）未収金など

２１１万円９３８億３，２４０万円６９８億２，２４９万円純資産合計―　８０万円―　４．繰延勘定
３１５万円１，３９９億６，９８０万円１，００７億９，９３５万円負債・純資産合計３１５万円１，３９９億６，９８０万円１，００７億９，９３５万円資産合計

※いずれの表も金額は四捨五入のため、合計が合わないことがあります。市民一人当たりの金額は、平成２７年３月３１日の
住民基本台帳人口（４４，４７３人）を用いて算出しています。詳細は、ホームページをご覧ください。

■問い合わせ■　財政課　財政グループ　緯52‐1111（内線375）

◆資金収支計算書（H26.4.1～Ｈ27.3.31）
（現金の流れを示すもので、その収支を性質ごとに区分することで、市がどのような活動に資金を必要としているのかを表
したものです。）

　期末資金残高は、期首（前期末）資金残高から
当期の収支を差し引いた平成２６年度末の資金残高
で、市全体連結では１０９億４，７７６万円となっていま
す。
　なお、市全体連結の「経費負担割合変更に伴う
差額」とは、一部事務組合等を連結する場合、県
内市町村の負担金総額に対する当市の負担金の割
合で行っていますが、この負担割合が年度により
変更（負担金の増減等）になったことにより生じ
たものです。

（普通会計の歳入総額から前年度繰越金及び年度内の借金（地方債など）を除いた歳
入と、歳出総額から借金の返済額などを除いた歳出の差のことで赤字であれば借金
が増加し、将来の負担が増加したことになります。）
　平成２６年度は、３億５，９３１万円の黒字となったので、その黒字分だけ将来負担が軽
減されたことになります。

◆普通会計基礎的財政収支（プライマリーバランス）
２５２億１，６７３万円収入総額 （a）
１２億９，７４３万円繰越金 （b）
２３５億９，２６２万円支出総額 （c）
３７億１，０７８万円地方債発行額 （d）
２８億９，１６５万円地方債元利償還額 （e）
８億５，１７６万円財政調整基金等増減 （f）
３億５，９３１万円（a）-（b）-（c）-（d）+（e）+（f）

市民１人
当たり

市全体連結
（特会、関連団体含む）普通会計区　　　分

１４万円６１億２，９２２万円５５億　７６８万円
１．経常的収支
支出：人件費等
収入：税収、国・県補助金

△４万円△１６億２，７１５万円△１３億４，０９７万円
２．公共資産整備収支
支出：公共資産整備経費
収入：国・県補助金等

△７万円△３２億７，０７５万円△２９億８，８２７万円
３．投資・財務的収支
支出：投資、地方債償還額
収入：基金取崩、その他

３万円１２億３，１３２万円１１億７，８４４万円当期収支
２２万円９７億１,５８２万円７１億６，５６０万円期首資金残高
－　６２万円－　経費負担割合変更に伴う差額

２５万円１０９億４，７７６万円８３億４，４０４万円期末資金残高
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